
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　９月１２日（土）に中央中の吹奏楽部、科学部とその他のボランティアを希望する生徒
が、対雁小や中央小の PTA 主催行事に出向き、コンサートや理科の実験、出店のお手伝い
等を行いました。 
　まず、午前中は対雁小の「ワクワクふれあい祭り」が開催され、ステージ発表で吹奏楽
部の演奏が披露されました。対雁小出身の中学生による楽しい司会進行と素敵な演奏に、
観客の皆さんから大きな拍手がおくられました。グラウンドでは、科学部が「ペットボト
ルロケット」や「ジャンボシャボン玉」のデモンストレーション・体験ブースの運営等を
行っていました。射的等の出店では、中学生ボランティアがお客さんを案内したり、景品
を渡したり等の仕事をしていました。 

午後は中央小の「PTA まつり」が行われ、中央中の吹奏楽部がオープニングに続く演奏
を行い、大いに活躍しました。また、中央小の出身の中央中生が、プラ板教室やネイルア
ート体験、かたぬき等の出店ブースで運営のお手伝いをたくさんしており、生き生きと活
動する中学生の姿が印象的でした。 

これらの取組は、「中学生の自己肯定感や自己有用感を醸成する」「小学生の部活動への
関心意欲を高める」という小中一貫教育としてのねらいを達成するとともに、「中学生自身
が地域の中で活躍し、さらに力を伸ばす」という地域学校協働活動としても意義のあるも
のです。小学校と中学校それぞれにとってウィンウィンとなる実践となっていました。 

※詳細は江別市教育委員会ホームページに掲載されている「地域学校協働通信 With(ウィ

ズ）」（https://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/soshiki/shogaigakushu/153508.html）を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
　 
 
　北海道教育庁石狩教育局社会教育指導班が、今年度の社会教育巡回訪問として対雁小を
訪れ、「ワクワクふれあい祭り」の様子を視察し、その他の CS や地学協働の取組について
の協議を行いました。 
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吹奏楽部の演奏の様子　対雁小（左）中央小（右） 科学部の実験の様子　対雁小

出店で店番のボランティアをしている中央中生　対雁小（一番左）中央小（右３枚）
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大麻夢太鼓、おおあさブラスバンド、大麻東中吹奏楽部の演奏の様子 避難所運営ゲームの様子

　対雁小では、PTA が主体となり、見晴台自治会や新栄台西自
治会等の自治会や「いきいき行動隊」という地域の団体、空手
や体操、太鼓の少年団、中央中の中学生や高校生・大学生等、
たくさんの方々が協力して「ワクワクふれあい祭り」を開催し
ています。また、地域と連携した取組として、学校の清掃を担
う「キレイキレイ隊」や読み聞かせ、本の修理等を行う「読み
聞かせ隊」「図書整備隊」、ベルマークの整理を行う「ベルマー
ク集め隊」を組織しています。さらに、学習サポート教員や日
本語サポートボランティア、ミシンボランティア、スキーボラ
ンティア等の活用も進められており、保護者・地域の協力を得
て学校環境や教育活動の充実を図る取組が推進されています。
中央中学校区の合同 CS の開催も令和４年度から進められてお
り、今年度からは新たに江別市の地域学校協働活動推進事業モ
デル校区にも指定されました。 
　これらの CS や地学協働に関わる実践に対し、石狩教育局の
社会教育指導班から管内の好事例の実践として高く評価されま
した。 
 
 
 
 
 
 
　９月１７日（木）に大麻東小と大麻泉小の
６年生が大麻東中を訪れ、中学校生徒会役員
の引率による校内見学、中学３年生の合唱交
流の鑑賞、２つの小学校の校歌を聴き合う等
の活動を行いました。令和４年度から毎年改
善を図りながら実施されてきた取組で、現在
の中学３年生も小学生の時に当時の先輩の合
唱を聴く等して、中学校進学への意欲を高め
ました。子どもたち同士でしっかりと心のバ
トンを受け渡してきた素晴らしい実践です。 
 
【小学６年生の感想】 
◯校内探検をして中学校生活の楽しい所や 

大変な所をイメージできました。 
◯中学生の歌がすごかったです。声変わりし

ている男の人もはきはきと声が通っていて
驚きました。みんな優しくて楽しかったです。 

◯中学校の雰囲気が柔らかい感じがして温かくてよかったです。 
 
 
 
 
 

９月１９日（土）に、大麻東小 CS 主催の「親子ふれあいコンサート」が開催されまし
た。この行事は、「音楽を通して、青少年の健全育成を図り、ひいては地域の音楽文化の振
興に寄与する。」ことを目的にして、大麻東小 PTA や青少年育成会、大麻第二住区自治会の
協力を得て毎年実施されています。当日は、「大麻夢太鼓」「おおあさブラスバンド」「大麻
東中学校吹奏楽部」が素敵な音楽を演奏してくださり、子どもたちや保護者、地域の方々
が楽しい時間を共有できたコンサートとなりました。また、大麻東小第２回 CS では、学
校運営委員の皆様が４年生の防災教室に参加し、児童と一緒に「避難所運営ゲーム（HUG)」
に取り組む中で防災教育の実際を体験していただきました。 
 

石狩教育局との協議の様子

読み聞かせ隊の活動の様子

 

大麻東小と大麻泉小の６年生が中学校を体験！

 



感想を発表する児童 「３小」の児童が力を合わせてモザイクアートを制作

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

　９月２９日（火）に野幌中学校区の中学校登校が行わ

れました。野幌小、東野幌小、野幌若葉小の６年生が野

幌中学校を訪問し、中学３年生の合唱の鑑賞や、３つの

小学校（「３小」）合同での共同制作活動を行いました。 

前段は、「野中祭」を目前にした各学級の合唱を交流す

る中学３年生の合唱交流会を鑑賞しました。小学生の子

どもたちは、先輩たちの合唱に向かう姿勢や歌声を直接目

の当たりにし、目を輝かせて聞き入っていました。３年後の自分たちの姿を想像し、先輩

たちへのあこがれの気持ちや今後行われる小学校の学習発表会に対する意欲もさらに強ま

ったようです。児童からは「中学生のきれいな合唱と姿勢のすばらしさ、中学校生活に対

する前向きな思い」に関する感想が多く出されました。また、中学生からも「先輩として

の姿や意識」を考えた感想が多くあり、小中双方にとって有意義な取組となりました。 

後段では、「３小」の児童が混ざり合う６グループでモザイクアートを作成しました。誕

生月によって決められた色を１人１色ずつ担当し、指定されたマス目に着色していきます。

制限時間２５分間で全１６０枚を塗り終わるために、小学６年生は徐々にお互いに声を掛

け合って作業を進め、自然と打ち解け合う姿が見られるようになっていきました。モザイ

クアートが完成すると、大き

な歓声が上がり、お互いをた

たえ合う等、達成感を感じて

いたようです。 

野幌中学校区では、「３小」

の児童が自然と交流できる場

面を設定し、中学入学後の生

活へスムーズに移行できるよ

うな取組を進めています。 
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完成したモザイクアート！

中学３年生の素敵なハーモニーを小学６年生が真剣な眼差しで鑑賞



 
 
 
 
 
 
　北海道教育庁石狩教育局による市内２つ目の社会教育巡回訪
問が１０月５日（月）に行われました。当日は、小学２年生と
４年生が「北海若衆太鼓」の講師の方２名を招き、和太鼓の体
験活動を行っており、その学習の様子も石狩教育局の方に参観
していただきました。 
　文京台小は、今年度開校４０周年を迎えましたが、開校以来、
文京台地区の皆さんが見守り活動や読み聞かせ、図書整備のボ
ランティア等の活動を通して、子どもたちの学びをサポートし
てくださっています。また、北翔大との連携協定を結んでおり、
たくさんの大学生が学習支援ボランティアとして活躍してくだ
さっています。さらに北翔大の副学長や職員の方が学校運営委
員になり、文京台 CS の活動や熟議に参加し、過去には CS 主催
の防災教室等の取組も進めてくださいました。 
　今年度はこれらの地域学校協働活動の様子を可視化する取組
として、「サポーターズプレス」（「つなぎ　つむぐ」第７８号参
照）を新たに作成・発行しています。学校と地域の連携につい
ての発信や新たな参加者の掘り起こし等、複数の目的・効果に
つながる取組となっています。 
　石狩教育局との協議では、各種取組への質問や賞賛の意見が
たくさん出され、「地域とともにある学校づくり」や「学校を核
とした地域づくり」を着実に推進している文京台小の実践が高 
く評価されました。 
 
 
 
 
 
 

９月２９日（火）に、第二小学校を会場にして、第二中学校
区の特別支援学級による「合同音楽広場」が行われました。子
どもたちは、外部講師の指導の下、音楽に合わせた身体表現や
コミュニケーション活動を楽しみました。 

最初は少し緊張していましたが、音楽が流れると心も体もほ
ぐれていき、自然と笑顔が広がる等、小学生と中学生が仲良く
交流する姿がたくさん見られました。また、活動中には、中学
生が優しく小学生に声をかけ、手本を見せてリードしてくれま
した。中学生にとっては「下級生を思いやる優しさとリーダー
シップ」を発揮するよい機会となり、小学生にとっては「中学
校への安心感と見通し」をもつ時間となりました。 
　また、小学６年生が第二中の学校祭に参加し、中学３年生の
合唱コンクールを鑑賞する取組も行いました。子どもたちは真
剣な表情で歌声を聴き、よりよい合唱を目指して全員で一生懸
命歌う先輩の姿を観覧して、深く感銘を受けたようです。また、
間近に迫った小学校の学芸発表会に向けての意欲もさらに高ま
っていました。

音楽科（和太鼓体験）の授業

 

石狩教育局との協議

合同音楽広場

合唱コンクールの鑑賞


